
 コシヒカリ・こしいぶき 生育速報 NO.６（７月 18 日） 

上越農業普及指導センター 

コシヒカリの草丈は指標値に比べ 111％と長くなっています！ 

１ 生育概況 

○ コシヒカリ・こしいぶきとも草丈は長く、葉色は濃い状態です。 
○ 出穂期は、コシヒカリ８月２日頃、こしいぶき７月 27日頃と平年並みの見込みです 

２ 今後の管理 

（１）コシヒカリの穂肥（追肥）について 

○ 平坦地の５月 10 日～15 日頃の田植で８月２日頃が出穂期見込みのほ場では、７月 23 日頃

が２回目の穂肥時期となります。 

○ 今後の高温気象に備え、２回目の穂肥を確実に施用する。２回目の穂肥量は窒素成分で 

１～1.5kg/10aがめやすです。 

○ 全量基肥肥料を施用したほ場でも、出穂期までに葉色が低下した場合は追肥する。化学肥料

100%全量基肥肥料の栽培で出穂期までに SPAD 値が 32 を下回る場合は、出穂期 10 日前まで

に窒素成分で１kg/10aをめやすに施用する。 

（２）早生品種の穂肥（追肥）について 

 ○ 梅雨明け後の気象によっては葉色が急激に低下することがあります。２回目の穂肥後や全量

基肥施肥でも出穂期に期待する葉色値を下回ると予想される場合は、窒素成分で１kg/10a

をめやすに施用する。 

（３）水管理について 

○ 出穂・開花期以降も飽水管理を継続し、完全落水は出穂期 25日後以降とする。 

○ フェーンが予想された場合は、あらかじめほ場にかん水し高温被害を回避する。 

（４）病害虫について 

○ 上越地域の各地で葉いもちの発生が確認されています。いもち病に弱い品種や常発地などで

は、ほ場を観察していもち病の病斑が認められたらすみやかに薬剤防除する。 

 

３ 熱中症予防について 

 農作業時は水分補給や休憩時間を十分に確保するなど熱中症予防に十分注意してください。 

問い合わせ先  上越農業普及指導センター作物担当 （電話０２５－５２６－９４０６） 

７/18現在の生育（対生育指標値） 

コシヒカリ  草丈：長い    茎数：並   葉数：並～やや遅い   葉色：濃い 

こしいぶき  草丈：やや長い  茎数：並   葉数：並        葉色：濃い 
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上越地域米 


